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報告書はその第 25 巻になります。 
 県南西部に位置する南砺市については、2004 年の南砺市成立前もふくめると、第 13 巻















































2016 年 2 月 10 日 
 
 富山大学人文学部社会文化コース文化人類学分野 




















































川県金沢市と白山市、南部は 1,000 メートルから 1,800 メートル級の山岳を経て岐阜県飛
騨市や白川村と隣接している。 




















南砺市の平成 27（2015）年 12 月末現在の人口は 53,136 人で、世帯数は 17,773 世帯で





図 2．南砺市人口の推移（国勢調査による人口推移を参考に作成）  
 
次に、南砺市における 2015 年 12 月末日現在の年齢別人口の割合を、図 3 に示した。こ

























































































































産業別就業人口の構成は、富山県全体と比較すると、第 1 次産業と第 2 次産業が高くな





平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 
(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) 
南砺市 
第 1 次産業 3,408 9.2 2,952 8.2 2,073 6.2 2,179 7.0 
第 2 次産業 17,937 48.6 17,092 47.2 15,011 45.2 12,766 41.3 
第 3 次産業 15,528 42.1 16,139 44.6 16,133 48.6 15,978 51.7 
総数 36,873 100 36,183 100 33,217 100 30,923 100 
富山県 
第 1 次産業 39,215 6.6 34,734 5.6 23,515 3.9 24,576 4.3 
第 2 次産業 242,293 40.8 244,989 39.8 229,675 38.5 201,001 35.0 
第 3 次産業 311,872 52.6 335,098 54.5 343,204 57.5 348,942 60.7 

































表 2．南砺市の年間イベント（ウェブサイト「いこまいけ南砺」を参考に作成）  




4 月 20 日：相倉合掌集落 
5 月 3・4 日：菅沼合掌集落 
五箇山春祭り 
4 月下～5 月上旬 利賀芸術公園 利賀フェスティバル 
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5 月 1 日、2 日 福野 夜高祭 
5 月 2 日、3 日 井波八幡宮 よいやさ祭り 
5 月 3 日～5 日 利賀 利賀の春祭り 
5 月 4 日、5 日 城端 城端曳山祭 
5 月 菅沼、五箇山合掌の里 四季の五箇山 春の宵 
5 月中旬 赤祖父レイクサイドパーク ふれあいヘラブナ釣り大会 
7 月下旬 福光 福光ねつおくり七夕祭り 
7 月 21 日～29 日 瑞泉寺 太子伝会 
7 月下旬 井波 いなみ太子伝観光祭 
7 月 22 日～28 日 善徳寺 善徳寺虫干法会 
7 月下旬 利賀芸術公園 利賀サマー・アーツ・プログラム 
8 月中旬 桜ヶ丘クライミングセンタ  ー クライミング・ジュニアオリンピック 




9 月中旬 道の駅たいら五箇山和紙の里 五箇山和紙まつり 
9 月 23 日、24 日 五箇山・下梨：地主神社 五箇山麦屋まつり 
9 月 25 日、26 日 五箇山・上梨：白山宮 こきりこ祭り 
10 月下旬 利賀村坂上 そばの郷広場 ど～んと利賀の山祭り 
11 月 3～11 日 南砺市園芸植物園 南砺菊まつり 
11 月上旬 五箇山・菅沼集落 世界遺産菅沼合掌造り集落一斉放水 
11 月 23 日 IOX-AROSA スキー場 雪恋まつり 
11 月 23 日 福野小学校第 2 体育館 里いもまつり 
12 月 27 日 福野 歳の大市 
1 月 1 日 井波地区：高瀬 越中一宮 高瀬神社初詣 
2 月第 1 日曜日 城端中学校グラウンド ザ☆雪合戦 in じょうはな 
2 月上旬 道の駅 福光 ふくみつ雪あかり祭り 
2 月上旬 IOX-AROSA スキー場 IOX-AROSA ウインターフェス 
2 月上旬 井波木彫りの里 雪国祭アイスフェス 
2 月上旬 菅沼合掌造り集落、 
五箇山合掌の里 
四季の五箇山 雪あかり 
2 月上旬 五箇山・上平 カンジキカントリー選手権大会 
2 月中旬   こきりこ味祭り 
2 月中旬 利賀国際キャンプ場 利賀そば祭り 















図 4．福野の位置（砺波地域市町村合併協議会ホームページより）  
 
2-2．福野の人口 
南砺市の平成 27（2015）年 12 月末現在の統計資料2によれば、福野の世帯数は 4538 世
帯、人口は 14070 人(男性：6805 人、女性：7265 人)で、人口・世帯数ともに南砺市で 2
番目に多い地域である。 
図 5 を見ると、福野地域の人口全体は昭和 60 年以降から減少傾向にあると言える。平成
15 年で 14500 人を超えていたが、平成 27 年には 14070 人となっており、人口減少は続い
                                                 
1庄川の田園地帯において、農家の家が 100～150 メートルずつ離れて点在している村落形
態のこと。 
2南砺市ホームページ「住民基本台帳人口・世帯数」より（2016 年 1 月 6 日閲覧） 
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西暦 年号 できごと 
1650 慶安 3 年 福野の町立ての許可が下りる 
1652 慶安 5 年 大火に見舞われる 
1889 明治 22 年 町村制施行により礪波郡福野町、南野尻村、広塚村、野尻村、 
東石黒村、西野尻村、高瀬村が成立 
1896 明治 29 年 東石黒村、西野尻村が西礪波郡、上記の残りは東礪波郡となる 
1941 昭和 16 年 東砺波郡南野尻村、広塚村、野尻村が福野町に編入 
1954 昭和 29 年 福野町と西礪波郡東石黒村が合併 
1957 昭和 32 年 西礪波郡西野尻村の一部を編入 
1959 昭和 34 年 高瀬村の一部を編入 
1961 昭和 36 年 境界変更により井波町の一部を編入 







 平成 12（2000）年の国勢調査によると、15 歳以上 64 歳までの福野の生産年齢人口、職
業別就業者総数は減少している。しかしその中で増えているのは専門的・技能的職業従事
者、サービス職業従事者である。農業・漁業従事者については、昭和 60（1985）年から平
成 12（2000）年の 15 年間で総数が激減し、全体の構成比は 6.4％になった。これは、農業
の機械化や集団化の進行に関係すると思われる。平成 12（2000）年の調査で男女別に見る





































 毎年 5 月 1日、2日は福野神明社の神迎えの行事として夜高祭が行われ、大小 20数本の
夜高行燈が町中を紅で染める。夜高祭は 350 年以上もの伝統を持つ勇壮で美しい富山県指
定無形民俗文化財であり福野町を象徴する祭りだが、町の人口減少や経費の問題から祭り








ザ・ワールドの実行委員会は、平成 14 年にサントリー地域文化賞を受賞している。 
 11 月には、2002年に開園した福野園芸植物園フローラルパークにて福野菊まつりが開催
される。全国の菊愛好家の作品約 5000 点が出展され、2 日間で約 2 万人の入場者が訪れる
このイベントは、北陸 3 県の菊花展の中心的な役割を果たしている。また毎年 11 月 23 日
には、収穫感謝祭のイベントの 1 つとして福野ごっつぉ里いも祭りが福野小学校の第 2 体
育館を会場として行われている。福野町の特産品である里いもが、様々に調理されて振る
舞われ、その来場者数は 1 万人を超える。 






5 月 福野神明社春季祭礼 夜高祭 
6 月 花と緑のフェスティバル 
8 月 スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド 
9 月 福野神明社秋季祭礼 
11 月  南砺菊まつり 
福野ごっつぉ里いもまつり 
















































トル以上にもなり、特に井波では 20 メートルを超えることもある。春先の 3～4 月が最も








 旧井波町の平成 27（2015）年の人口は 8853人である。1920 年から 2015 年までの旧井































































































































































































































表 5．井波の略年表（参考文献『井波 歴史のうねり 六〇〇年』を参考に作成） 
 
時代 西暦 年号 できごと 
室町 
1390 明徳元 綽如が越中井波の地に寺院建立の勧進状をしたためる 
1475 文明 7 本願寺 8 代蓮如が井波を訪れて布教する 
安土桃山 1596 慶長元 瑞泉寺が北野寺内から旧寺地近くの現在地に移る 
江戸 
1700 元禄 13 蚕種業が盛んになり、井波紬などの特産品ができる 
1762 宝暦 12 井波大火で家屋 667 軒が消失し、瑞泉寺も類焼する 




1883 明治 16 
石川県から砺波郡、新川郡、婦負郡、氷見郡が分離して  
富山県が設置される 




1915 大正 4 砺波鉄道が福野から井波経由で青島まで開通する 
1922 大正 11 加越能鉄道(株)が福野・石動間の営業を開始する 
昭和 
1934 昭和 9 仏閣式の加越線井波駅舎が完成する 
1951 昭和 26 井波町と南山見村が合併する 
1954 昭和 29 井波町と山野村が合併する 
1959 昭和 34 高瀬村が井波町と福野町に分村合併する 
1972 昭和 47 加越線が廃線し、井波駅が廃駅となる 






























2 月上旬 南砺市アイスフェス 
5 月 3 日 よいやさ祭り 
6 月第一日曜日 八乙女風神堂祭典 
7 月 22 日～29 日 太子伝会 
7 月下旬 いなみ太子伝会観光祭 
8 月下旬（4 年に一度） 国際木彫刻キャンプ 
9 月 寺のまちアート㏌いなみ 
9 月 井波彫刻まつり 



























福野町史編纂委員会 1964 年 『福野町史』 
同上 2005 年 『続福野町史』 
福野夜高保存会 2003 年 『万燈 : 福野夜高三五〇周年記念誌』 
井波町史編纂委員会編 1970 年『井波町史 上巻』 
千秋謙治著 1990 年 『井波 歴史のうねり 六〇〇年』 




（http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/kanko/index.jsp；2016 年 1 月 18日
閲覧） 
「南砺市公式ホームページ」 
（http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/index.jsp；2016 年 1 月 6 日閲覧） 
「いこまいけ南砺 年間イベント」 
（http://nanto.zening.info/event.htm；2016 年 2 月 2 日閲覧） 
「砺波地域市町村合併協議会」 
（http://gappei8.city.nanto.toyama.jp；2016 年 1 月 9 日閲覧） 
「福野観光案内所」 
（http://www.tabi-nanto.jp/fukuno/about.html；2016 年 1 月 9 日閲覧） 
「総務省統計局」 
（http://www.stat.go.jp/index.htm；2016 年 1 月 10 日閲覧） 
「南砺市 さきがけて 緑の里から 世界へ」 
（http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/index.jsp；2016 年 1 月 10 日閲覧） 
「人口・面積・人口密度」 




（http://www.geocities.jp/inamibetuinzuisenji/；2016 年 1 月 11 日閲覧） 
「南砺市役所」 
（http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/index.jsp；2016 年 1 月 30 日閲覧） 
「なんと-ecom」 
（http://mu52002.group.nanto-e.com/；2016 年 1 月 30 日閲覧） 
「とやま観光ナビ」 
（http://www.info-toyama.com/；2016 年 1 月 30 日閲覧） 
「井波観光案内所」 
（http://www.tabi-nanto.jp/inami/；2016 年 1 月 30 日閲覧） 
「南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ」 




























前夜祭、宵祭り、曳山祭で構成され、4 月 30 日に前夜祭、5 月 1 日と 2 日に宵祭り、3 日
に曳山祭という流れで行われている。毎年多くの観光客でにぎわい、2015年は前年比 1万






















                                                 
62015 年 5 月 9 日 朝日新聞 第 31 面 
7北野潔 2004 年 3 月 『夜鷹行燈と夜高行燈について―いつ、なぜ「鷹」が「高」に変わ
ったか―』 富山史壇 第 142－143 合併号 
8福野夜高保存会 2003 年 3 月 20 日 『万燈』  






上町、七津屋の 7 つの町である（図 1）。 













によって異なる。平成 27（2015）年は、7 つの町合わせて全部で 22 の行燈が制作された。
御蔵町は大行燈・ちび行燈の 2 つ、横町は大行燈・中行燈・小行燈・ちび行燈の 4 つ、浦
町は大行燈・中行燈・小行燈・ちび行燈の 4 つ、辰巳町は大行燈・中行燈・小行燈の 3 つ、
新町は大行燈・小行燈・ちび行燈の 3つ、上町は大行燈・小行燈の 2 つ、七ツ屋は大行燈・




町名 大行燈 中行燈 小行燈 ちび行燈 合計 
御蔵町 １   １ ２ 
浦町 １ １ １ １ ４ 
辰巳町 １ １ １  ３ 
横町 １ １ １ １ ４ 
新町 １  １ １ ３ 
上町 １  １  ２ 
七津屋 １ １ １ １ ４ 
計 ７ ４ ６ ５ ２２ 
 
平成 14（2002）年には 24 の行燈があった11が、その後、浦町と御蔵町がそれぞれ小行燈













                                                 




御蔵町 花車 鳳凰 火炎軍配 
浦町 御所車 火炎太鼓 のし 
辰巳町 宝船 宝物 巾ちゃく 
横町 大黒 牡丹軍配 鶴と亀 
新町 神輿 冠大ぬさ鏡 獅子牡丹 
上町 高御蔵 鳳凰 打出の小槌・扇子 






写真 1．御蔵町の大行燈    写真 2．浦町の大行燈    写真 3．辰巳町の大行燈 
（花車・鳳凰・火炎軍配）  （御所車・火炎太鼓・のし） （宝船・宝物・巾ちゃく） 
 
写真 4．横町の大行燈     写真 5．新町の大行燈    写真 6．上町の大行燈 
(大黒・牡丹軍配・鶴と亀)  (神輿・冠大ぬさ鏡・獅子牡丹) (高御蔵・鳳凰・打出の小槌
と扇子) 
写真 7．七津屋の大行燈    写真 8．七津屋の中行燈   写真 9．七津屋の小行燈 















































































各町で決められている。裁許の数は、町によって異なり、横町 4 人、浦町 3 人、辰巳町 3
人、御蔵町 2 人、新町 4 人、上町 3 人、七津屋 3 人である。その他、行燈が進む道を開け
たり、祭りの交通整理をする役として誘導係がある。25 歳で若衆頭を務めたあとは、行燈
制作から離れ、42 歳頃に裁許につくというのが主流である。若衆頭が 25 歳であることや裁
許が 42 歳であることは、男性の厄年が 25歳、42 歳であることと関係している。若衆頭や

































表 4．2015 年の当番裁許のスケジュール 

























商工会）も呼ぶ。来賓の方も合わせると総勢 30 人ほどになる。 














 まず、1 月中旬に新年会を行い、今年度の夜高祭のメンバーの顔合わせを行う。 










































写真 13．配線の様子（新町）     写真 14．紙張りの様子（横町） 
  








行燈の台締めと組立ては準備の仕上げであり、祭り前日（4 月 30 日）や、当日（5 月 1
日）の朝に、主に若衆によって行われる（表 5）。 
表 5．各町の台締めと組立ての日時 
 台締め 組立て 
上町 4 月 28 日 13 時 30 分～ 4 月 29 日 
七津屋 4 月 26 日 13 時～ 4 月 30 日 9 時～ 
新町 4 月 29 日 13 時～ 5 月 1 日 9 時～ 
浦町 4 月 29 日 18 時 30 分～ 5 月 1 日 6 時～ 
辰巳町 4 月 29 日 19 時～ 5 月 1 日 6 時～ 
横町 4 月 29 日 9 時～ 5 月 1 日 5 時～ 
御蔵町 4 月 27・28 日 19 時～ 
4 月 29 日 19 時～ 花組み 








     























































































ける。大行燈の場合、前後に 7 個ずつ合わせて 14















2015 年は 4 月 29 日に太鼓競演会が行われた。この競演会は 2015年で 38回目であり、
大変伝統があるものである。アミューという福野町にあるショッピングセンターで行われ、
参加対象は小学生から高校生くらいまでの福野町に暮らす子どもたちである。夜高祭に参
加する 7 町以外にも松原本町と四区町という町が参加していて、それらの 9 町でお囃子の
腕を競いあった。小学校低学年の部、同高学年の部、中学生の部の 3 つの部門に分かれて
その腕を競い合う。9 町の中でも松原本町が毎年優秀な成績を残している。午後 1 時から午
後 4 時まで競技、その後審査が行われ、午後 5 時からその表彰式が行われた。 
  
   写真 26．太鼓競演会の様子    写真 27．笛や太鼓を演奏する子どもたち 
 
 夜高行燈の囃子である太鼓と笛は、各町内でそれぞれ継承されている。太鼓は、3拍子の





 太鼓競演会に参加した辰巳町の子どもの話によると、1 つの町から 8～10のチームが競演
会に参加する。各町の子供たちは 4 月になると太鼓のそえ打ちや笛の練習を日曜以外は毎
日 19時～21時まで裁許OBや若衆OBたちから指導を受けながら行っている。「そえ打ち」











































り、19：30 に点灯式、20：00～21：00 に練り回し（写真 29）が行われ、22：00 には前
夜祭が終了した。文久の大行燈が練り回されるのは、福野駅から大通りの 300 メートルく
らいの範囲である。大行燈は高さ 15 メートルもあり、電線がある道を通ると引っかかって
                                                 










   





ここでは 2015 年の福野夜高祭の大まかなスケジュールについて説明する（図 4）。 
 
5 月 1 日 宵祭り 
 
 






























図 4．2015 年福野夜高祭のスケジュール 
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 福野にある七つの町がそれぞれに作った行燈が 5 月 1 日と 2 日の夜、福野の町を練りま






のか基本パターンを記述しておく（図 5、表 6）。 
 
 
図 5．夜高祭大行燈の巡行ルート  































































































































































 以下、2015 年 5 月 1 日夜高祭神明社参拝での各町大行燈の参拝の様子を記していく。 
 
  





































































 すり替えは毎年 23 時 30 分頃から行われ、2015 年 5 月 1 日の夜高祭のすり替えは 23時
















































4-5．5 月 2 日の夜高祭の様子 
 次いで、ここでは夜高祭り 2 日目の様子を記述する。 
 
4-5-1．引き合いが始まるまで 

























2015 年は夜の 11 時ごろから始まった。開始の時刻は昔はもっと遅かったのに対し、年々
観光客を意識して早くなってきている。2015 年の引き合いの順番や並びは以下の図で説明
するが、一つの各上り行燈が三つの下り行灯の横を抜け終わってから、次の上り行燈が出































































































































2 時 15 分頃に 2015 年のしゃんしゃんの儀は終了した。所要時間約 35 分であった。 
 









現存している最古の記録によると、文政 3 (1820) 年の『山車家体併蔵普請入払帳』という
古冊子に曳山とともに屋台も繰り出されていたが、昭和の戦争期にいずれも中断したが、
夜高祭の本祭である曳山祭を元の姿に戻したいという思いは住民たちに受け継がれて、曳
山 4 基のうちの 2 基は 1970 年代に復活した。2005 年の春季祭礼時には、4 基全てが復活







                                                 



















   写真 41．横町の曳山   写真 42．浦町・辰巳町の曳山 


















































 競う万燈のささ 灯がともる(燃える) 
 ササドッコイサノサ ヨイヤサ ヨイヤサ18 (囃子言葉) 
・今年ゃ 世が良うて 穂に穂が下がるよ19 
升がいらいで ささ 箕で量る <古歌> 
・瀬田の唐橋20  唐銅擬宝よ 
 水に影さす ささ 膳所の域 <古歌> 
・東 山から 西 山までも 
 けぼ（蜘蛛）の糸かけ ささ 山けぼ（山蜘蛛21）か 
                                                 



















・鯉の滝登りゃ22  どういうて登るよ 
山を河にしようと ささ 言うて登る <古歌> 
【休みうた（主に上り）】 
・からす鳶んびは 底なし空をよ 
 笛や 太鼓で ささ 飛び回る <野口雨情作23 > 
・声はすれども 姿は見えずよ 
 姿 草葉の ささ きりぎりす <野口雨情作> 
・安居山から 見下ろす福野はよ 
 森の木立に ささ さらさらと <野口雨情作> 
【下りうた】 
・主の心と お囃子山(林山) いつも青々24  
 ささ 待つ(松)ばかり25 <古歌> 
【待ちうた】 
・なぁな 追分の町26 よ しゃあれ しゃあれ 
真田帯の巾 ある町よ 
・なぁな 追分けの松よ しゃあれ しゃあれ 











ャボン玉」など現代まで歌い継がれる童謡・民謡がある。1932 年（当時野口 50 歳）に福
































そのきっかけは、大正 5（1925）年 5 月 2 日と大正 14（1916）年 5 月 2 日の高岡新報の
新聞記事に遡る。そこには、当時の福野夜高祭について「夜鷹見物」「福野町の夜鷹行燈祭」
と表記されており、「夜高｣は「夜鷹｣であったことを示している。また、昭和 22（1947）
年 5 月 1 日の北日本新聞の記事も同じく「福野の夜鷹まつり」と表記されている。ところ
がその翌年の昭和 23（1948）年 5 月 2 日の富山新聞の記事で、「夜高行燈｣と初めて表記さ
れた。こうした「夜鷹｣から「夜高｣へ変化した一つの理由として、戦後の国語政策が関係









                                                 
28北野潔『夜鷹行燈と夜高行燈について―いつ、なぜ「鷹」が「高」に変わったか―』 
富山史壇 2004 年 3 月 第 142－143 合併号  




①手に持って歩くレンガク  ②大型化したレンガク  ③レンガクに傘鉾を立てた 
 














この 11m の行燈は明治の途中までで、明治 25（1894）年からは、電線が町中に張られ
図 9．行燈の形の変化 
（宇野通『加越能の曳山祭』より） 















































写真 50．御蔵町(昭和 25 年）写真 51．辰巳町(昭和 27 年) 写真 52．七津屋(昭和 30 年) 
 
































昔の行燈の制作期間は、祭りの始まるおよそ 1 ヶ月前の 3 月末頃から開始され、短期間
で行燈を仕上げていた。現在の行燈の制作は最も早い町で、2月半ばから開始しており、行




も町を分割してそれぞれ行燈を作っていた。例えば、横町は町を 6 分割（1 分割あたり 10






















                                                 







































                                                 





































                                                 
33万燈や行燈制作に関わる若衆や OG からの聞き取りに基づいて記述 






























































 2011 年 12 月上旬に福野夜高祭の行燈 5 基が、フランス第 2 の都市であるリヨンで行わ
れる「光の祭典」に参加した。この祭典には毎年約 300 万人もの人が訪れ、2011 年の祭典
の器官は 12 月 8 日～11 日の 4 日間で、祭典期間中はリヨン市内の約 300 箇所以上がライ
トアップされ、光のアートの展示やパフォーマンスが行われた。 
 夜高行燈は 7 町のうち 4 町が渡仏し、新町と横町、上町が大行燈を 1 基ずつ、浦町は小





                                                 
35福野夜高保存会 『万燈』 平成 15 年 3 月 20 日   
福野夜高あんどん雑考 昭和 45 年 5 月 1 日発行 著 長岡一忠 
36この項の記述は、『北日本新聞ウェブ webun（2011 年 8月 2日、8月 8日、9月 2日、9月 21
日、9月 24日、9月 28日、10月 16日、11月 23 日、11月 30日、12月 3日、12月 4日、12
























表 8 これまでの夜高行燈の対外的な取り組み(『万燈』をもとに作成) 
1973 年 10 月 夜高行燈が東京の銀座祭りに出演する。テーマは「ふる里の祭りを銀座
で見よう」。4 町 1 基ずつ参加。町民 250 人の練り回しで賑わう。 
1978 年 10 月 夜高太鼓が京都で開かれた民芸芸能大会に出演する。 
1989 年 夜高行燈、名古屋市制百年祭に参加する。 
1991 年 8 月 姉妹都市多度津町町制百年記念「たどつまつり」に辰巳町・七津屋行燈
が参加。記念に御蔵町中行燈を寄贈。 
1996 年 神戸祭りに横町参加。京都祭りに横町・浦町参加。 








































































































































阿南透 2014 年 『となみ夜高祭り』の成立 江戸川大学紀要 24  
阿南透・広部直子 2013 年 『福野夜高行燈のリヨン遠征と「光の祭典」』『江戸川大 
学紀要』23：183-195 
越中夜高太鼓保存会 1996 年 『夜高祭 越中夜高太鼓保存会発足 30 周年記念誌』 
北野潔 『夜鷹行燈と夜高行燈について―いつ、なぜ「鷹」が「高」に変わったか―』 
富山史壇 2004 年 3 月 第 142－143 合併号 
野原久仁 2003 年 『船鉾』 
福野時の会 1996 年 『ふくの町立て散歩』 
福野夜高保存会・福野夜高 350周年記念事業推進実行委員会 2003 年 記念誌『万燈』南
砺市 
長岡一忠 昭和 45 年 5 月 1 日 『福野夜高あんどん雑考』 
 
北日本新聞ウェブ webun（2011 年 8 月 2 日、8 月 8 日、9 月 2 日、9 月 21日、9 月 24 日、
9 月 28 日、10 月 16 日、11 月 23 日、11 月 30日、12 月 3 日、12 月 4日、12 月 5 日、12
月 8 日） 
朝日新聞（2015 年 5 月 9 日）第 31 面 
北日本新聞（2010 年 5 月 1 日、2011 年 4 月 26 日、2011 年 12 月 18 日刊行） 






































































た。この町立てから約 350 年以上にわたって続いているのが、現在の福野の朝市である。 
六斎市について、承応 4（1655）年に 21 ヵ条の規定が設けられたが、あまりに厳格すぎ
たため、寛文 8（1668）年に規定が改正された。この改正では、7 日と 17 日は横町、2 日
と 12 日は浦町、22 日と 27日は上町というように、公平を期すため市日ごとに場所を変え、
市頭を置いて市を開くことが申し合わされた。つまり、この当時は、現在のように 1 か所
で朝市が開かれていたわけではなく、日によって場所を移しながら 3 か所で開かれていた。 
 






















市に買いに来る人もいた。以下の 2 つの表（表 1-2）は、出店者と出店数・人出に関して、
20 年前の平成 7（1995）年に調査されたものである。 
 
表 1．平成 7 年 10 月 27 日の朝市（3:00~7:00AM） 
 出店者住所 年齢 交通手段 商品 
1 井波町山野 80 代 自転車 
小豆、芋の葉の干したもの、ネギ、カワトリ
41、ほうずき、白豆、菊、カンナ 
2 井波町安室 80 代 自転車 
ほうれん草、大根、つる豆、うぐいす豆、人
参、里芋、大根菜 
3 福野町寺家 70 代 自転車 
蕪、白菜、ネギ、キャベツ、里芋、ごぼう、
ほうれん草、南瓜、柿 
4 井波町山野 60 代 バイク 
里芋、ピーマン、小蕪、ユズ菜、大根、ほう
れん草、つる豆 
5 福野町上野 70 代 自転車 ナス、しゅん菊、ほうれん草 
6 井口村 50 代 トラック 菊（2 名） 
7 福野町広安 70 代 自転車 
つる豆、はやと瓜、パセリ、いちぢく、ナス、
野ぼたんの苗、しまがや42 
8 福光町東太美 60 代 トラック 
つる豆、キュウリ、うぐいす豆、大根、ブロ
ッコリー、ジャガイモ、柿 
9 福野町八塚 80 代 送ってもらう 大根、ネギ、小蕪、菊 
10 福野町寺家 70 代 自転車 
ネギ、小蕪、キャベツ、つる豆、トマト、ブ
ロッコリー、ハチミツ、菊 











13 井波町山野 50 代 トラック 
ナス、キュウリ、トマト、つる豆、小蕪、ほ
うれん草、タマネギ、ニンニク、酢ずいき 
14 砺波市 60 代 トラック 
大根、里芋、白菜、大根菜、千すじ菜44、に
んにく、ずいき 















15 井波町山見 50 代 トラック 
平たけ、なめこ、しいたけ、干芋、ほうきん
の実45 
16 福野町年代 60 代 自転車 里芋、つる豆、ナス、人参 














20 福野町八塚 70 代 バイク かすみ草の苗 
21 福野町野尻野 80 代 自転車 カブ、ずいき、大根菜、菊 
（『ふくの町立て散歩』p.82 より） 
 
表 2．朝市の出店数と人出（平成 7 年 10 月 27 日） 
時間 3 時 3 時半 4 時 5 時 6 時 6 時半 
出店数 1 12 18 21 21 17 
人出 0 2 19 32 23 14 
（『同』p.83 より） 
 






























 現在、福野の朝市は、4 月～12 月の 2 と 7のつく日（2 日、7 日、12 日、17 日、22 日、
27 日）の朝 4 時～6 時まで行われている。12 月 27 日にその年最後の「歳の大市」が行わ
れると、1 月～3月は雪が降るため朝市は開かれない。朝市の出店者は 3 時半ごろに銀行四
つ角に来て準備を始める。朝市に出店している人は毎回ほぼ同じであるため、銀行四つ角
のどの場所に店を出すかはおよそ決まっており、場所を取り合うようなことはない。筆者
は、7 月 27 日、8 月 12 日、9 月 22 日の 3 回に朝市を訪れて調査を行った。主な出店者と
出店数および人出は以下の表の通りである（表 3、表 4）。 
 
表 3．平成 27 年 7 月 27 日の朝市 
 出店者住所 年齢 交通手段 商品 
1 津沢 60 代 車 ずいき、どくだみ、卵、にしんの糀
こうじ
漬け 
2 福野 50 代 車 ナス、ピーマン、ジャガイモ 
3 福野 70 代 車 ずいき、トマト、つる豆、しいたけ、菓子、ユリ 
4 旧井口村 2 名 車 花 









                                                 








表 4．朝市の出店数と人出（平成 27 年 9 月 22 日） 
時間 4 時 4 時半 5 時 5 時半 6 時 
出店数 1 5 4 2 2 










   












いことが、現在まで福野の朝市が続いてきた理由の 1 つだろう。 
5 時を過ぎると客の数は多くなり、商品がすべて売れた店は、各自片付けをして帰ってい






























































と商品、その日の 2・7 の朝市の出店者、全体の出店数・人出は以下の表の通りである。 
 
表 5．平成 27 年 8 月 12 日のぼんまえ朝市 
店名 住所 商品 
旬菜彩菓ラ・ナトゥーラ 砺波市 パン・焼き菓子・スープ 
くじら堂（6 時～） 滑川市 ベーグル 
花工房みやび 福野 多肉植物・苔玉・花苗 




朝山精華堂 福野 朝茶（お菓子付） 









表 6．平成 27 年 8 月 12 日の通常（2・7）の朝市 
 出店者住所 年齢 交通手段 商品 
1 津沢 60 代 車 梅干し、どくだみ、卵、にしんの糀漬け 
2 福野 50 代 車 ナス、ピーマン、ジャガイモ、花 
3 福野 70 代 車 花、ナス、しいたけ、お菓子 
4 旧井口村 2 名 車 花 







7 福野 3 名 車 花 
8 福光 60 代 車 しじみ、ジャガイモ、キュウリ、花 
 
表 7．朝市全体の出店数と人出（平成 27 年 8 月 12 日） 
時間 4 時 4 時半 5 時 5 時半 6 時 6 時半 
出店数 13 14 12 13 11 6 
人出 26 31 29 33 12 7 
 





る様子であった（写真 4）。朝 4 時半という早朝で、まだ薄暗いにも関わらず、それぞれに
買い物やおしゃべりを楽しんでいる様子が見受けられた。6 時からの販売を予定していたく
じら堂が、早く到着したために 5 時過ぎから販売を始めると、瞬く間に売れて 5 時半には






                                                 
504 月～10 月の第 2 日曜日の朝 6 時～10 時頃に、砺波チューリップ公園で開催されている



























 通常の 2・7 の朝市に関して、表 3 と表 6 を比べてみると、8 月 12 日はいつもより出店
者が増えていることが分かる。表 3 にある出店者 6 店に加えて、この日は 2 店来ていた。
また、野菜しか販売していなかった出店者も、この日は花を販売している人が多い。これ
は、8 月 12 日がお盆前で、お墓参り・仏壇・地蔵用の花が良く売れることが理由である。







 ここで、平成 7（1995）年の朝市と現在の朝市について比較してみたい。表 1 と表 3 を
見比べてみると、店の数が大きく減少していることが分かる。平成 7 年には 21 店あったが、





















ることは今も昔も変わらない。平成 7 年は朝 3 時から朝市を行っていたが、開始してから
朝 4 時までの人出はわずかに 2 人である。このことを考えると、現在の朝市が朝 4 時から
開始されるようになったのも納得がゆく。また、ピークである朝 5 時頃は、起床してから
朝の支度などを始めるまでの時間帯に当たると考えられる。この束の間の時間を使って朝





































ものは、庄川の木工品、臼、杵、  写真 6．昭和 28 年の歳の大市 
蒸籠
せ い ろ






                                                 
51出典：『ふくの町立て散歩』三、歳の大市 
































 平成 16（2004）年 11 月に 8 つの町村（城端町・平村・上平村・利賀村・井波町・井口










































バザーが開かれ、例年の 2 倍以上である 7 万人もの人出になったという。 
                                                 
54出典：『未来につながるまちづくり』pp.26‐41 
55ボーイスカウトの中で、小学 2 年生から 5 年生までの少年少女を対象とする部門。 
85 
 












写真 8．にぎわう朝市          写真 9．昼市の様子 




いつ出店するかは部長と当番の部員で相談して決めるが、平成 27 年度は 6 月 27 日、7 月















 ふくの里とは、福野駅から車で 5 分ほど南東方向へ行った場所（軸屋）にある農産物直









いが、中には 30 代くらいの若い人もいる。営業時間は、1 月～5 月が 8 時～13 時、6 月～
7 月が 6 時半～13時、8 月～12 月が 6 時半～15時と季節ごとに異なっているが、年間を通
じて営業しており、正月以外に休みはない。開店前に農家が商品を持ち込み、その日の営
業時間が終わった後に売れ残った商品を取りに来るというシステムで、出品する農家が自





































































   
写真 12．補助金で建てられた部分       写真 13．いもがい餅 
 
6-2．加工部 



















月曜日 金時おこわ とちもち いなり寿司・おにぎりサンド 
火曜日 五目おこわ 豆もち ちらし寿司 
水曜日 黒豆おこわ 草もち てまり寿司 
木曜日 小豆おこわ 梅もち・小豆とり  
金曜日 金時おこわ とちもち いなり寿司・おにぎりサンド 
土曜日 黒豆おこわ 豆もち ちらし寿司 







間であるが、朝市が 4 月~12 月までの 9 ヵ月の間、月に 6 回開かれるのに対し、ふくの里































































福野町史編纂委員会 1964 年 『福野町史』 
福野時の会 1996 年 『ふくの町立て散歩』 
上田玲子 2008 年 『未来につながるまちづくり』 
福野町役場 1991 年 『福野町の軌跡』 










































                                                 



































































































   









































































の歌詞の中の、機織りで布を作る日数が「機を織らすりゃ 10日に 1 丈 25日で 2 丈 5 尺74」




                                                 
72出典：『杼の音』（2001 年,野原リヨ子著） 
73織物や紡績といった糸を扱う産業の略称。 










った。手織では 1 日 2反織って 10 銭稼ぐのは大変だったが、工場での見習工は 1 日 8 銭で






























































































   
写真 13．（左）菅大臣織物祭（昼の様子）（『福野町史（平成 3 年度）』より） 













成が表彰され、助成金 40 万円が贈呈された。9 月には旧町の町人の生活を綴った『ふくの
町立て散歩』を発刊した。福野縞の復元に関しては、上町旧小西邸での時の会の展示があ
る。平成 10（1998）年、同 11（1999）年に「福野の織物 縞・絣」「福野の織物―Ⅱ 縞」
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 写真 15．福野縞のシャツ（筆者撮影）  写真 16．福野縞ペンケース(筆者撮影) 
 
4-2．リッチモンドとの国際交流 
福野縞の保存活動のうち、現在の取り組みについてまとめる。平成 12（2000）年 7 月 15
日から 20日までの 6 日間、アメリカ合衆国西部、オレゴン州ポートランド市にあるリッチ





後も続いており、福野町へ来町する児童も、平成 13（2001）年には 44 名、翌 14（2002）


















2014年度福野小学校6年2組の学級の生徒が、平成 26（2014）年 12月24日、同 27（2015）
年 3 月 21 日の計 2 回、学外で福野縞の展示会「福野縞資料館」をア･ミューホールで開催






















者数はおよそ 100 人ほどであった。 
 2 回目は、卒業式以降の展示会となった。それは、休日は来場者が増えるという見込みが




                                                 































































































野原リヨ子 2001 年 『杼の音 資料に見る福野の織物』 
福野時の会 1996 年 『ふくの町立て散歩』 
郷土の文化を考える会 1995 年 『郷土の文化「織」続越中福野奇譚』 
北日本新聞 「福野縞の魅力伝えたい」2015 年 3 月 22 日付朝刊 





































                                                 
79高岡市の高岡駅と南砺市の城端駅を結んでいる路線。 
80小矢部市の石動駅と庄川町（現砺波市の一部）の庄川町駅を結んでいた。昭和 47（1972）年



















































を再現したのが図 2 である。 
図 2 によると、上町通りのほとんどの建物が商店であったことが分かる。短い通りの間



































































      御蔵町通り             横町通り 
 
 
現在も続いている商店        現在は帽子屋として営業 
現在はギャラリー市の里 1 号館  ※カラツ屋…お茶碗や壺などの焼物を販売する店 
 











































写真 2．現在の上町通りの様子     他の通りにはすでに廃業した店が入ったま 















































































                                                 
83都市生活者との交流により、都市生活者の地方に対する理解と関心を深めるとともに、地方が
観光・芸術・文化などの地域経済振興についての提言を受けることで、地方の活性化を図ってい























館名 オープン日・場所 活動内容 
サロン・Do・ギャラリ 『ー市
の里』１号館 








ギャラリー市の里 3 号館 
輸入雑貨「楊（ヤン）」 




                                                 
844 つのコースは以下のルートである。 
①芸術文化コース…福野駅→ギャラリー市の里 1 号館→ギャラリー市の里 2 号館→ギャラリー










ギャラリー市の里 4 号館 
喫茶「椿」（その後「樫亭」） 




ギャラリー市の里 5 号館 
「kichi-ya」 




ギャラリー市の里 6 号館 
「蔵」にて「古布小物作りの
会 」（ そ の 後 「 Twinkle 
Smile」） 




ギャラリー市の里 7 号館 
「花工房くらぶ」 





ギャラリー市の里 8 号館 
「ほっこり空間」 




ギャラリー市の里 9 号館 
「ア・ミューミニギャラリ
ー」 
平成 16 年 11 月 1 日 
ア・ミュー 
絵画の展示 
ギャラリー市の里 10 号館 
「商工会ギャラリー」 
































いうものである（写真 3）。またギャラリー1 号館と 2 号館では、日本現代作家の美術品の
展示・販売や多摩美術大学付属美術館所蔵の「ルオー版画展」が同時に開催された。さら
に、多摩美術大学の学生による絵画教室や、ギャラリー市の里 1 号館と、相次いでオープ




  （『広報ふくの』1998 年 12 月号より） 
 




































































続けているギャラリーの中で特に私が関心を持ったのは、1 号館、4 号館、6 号館である。 
次からはこの 3 つのギャラリーについて詳しく述べていく。 
 





























写真 4．1 号館の外観        写真 5．1 号館の内観、展示の様子 
 
4-3．ギャラリー市の里 4 号館 































写真 6．館内の様子            写真 7．樫亭の庭園 
 
4-4．ギャラリー市の里 6 号館 
 ギャラリー6 号館は、横町にある使われなくなった屋敷の蔵を利用したギャラリーである。
現在は焼田かおりさん（30 代女性）が運営する、「twinkle smile」という手作りの小物雑
貨の展示や販売が行われている。焼田さんが 6 号館を使い始めたのは平成 27（2015）年 4
月からで、それ以前は「古布小物作りの会」が長年使用していた。私は焼田さんと古布小








代から 70 代までの女性 15 人が集まった。その後町外からの会員も増え、平成 17（2005）
年には登録メンバーが約 40 名にまで及んだ。初めはギャラリー5 号館「Kichi-ya」を拠点
122 
 
に活動していたが、平成 15（2003）年に 5 号館が町の建物として寄付され福野文化創造セ
ンターヘリオスの分館となったため、観光協会による管理ではなくなり、古布小物作りの






















写真 9．古布小物作りの会の作品   なる空間としての役割も担っていた。 
 
その後少しずつギャラリーが衰退傾向に向かっていったが、それでも 6 号館を利用する




























写真 10．焼田さんの作品         写真 11．焼田さんの夫の作品 
 
平成 27（2015）年 10 月には「消しゴムハンコを作ろう」というワークショップが行わ
れた。また観光協会による提案で、南砺市の生活工学研究所に保管されていた、福野の伝
統産業の一つである福野縞の機織り機を 6 号館に移して稼働させようという計画が、同年 1
月頃から進んでいる。福野縞の技術を現在も活かし続けている野原リヨコさん（70 代女性、
福野在住）の指導のもと、機織り機の使い方を焼田さんにも学んでもらい、焼田さんに福














何となくでもいいので少しでも 6 号館に興味 






































































福野町商工会 2000 年 『福野町商工会 創立 80 周年 法施行 40 周年 記念誌』 
福野町史編纂委員会 1964 年 『福野町史』 
同上 2005 年 『続福野町史』 
 
参考にしたウェブサイト 




























スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールドとは、毎年 8 月のお盆過ぎの金・土・日の 3 日間、福
野文化創造センター「ヘリオス」を主会場として行われる、ワールドミュージック・フェ




































  写真 1．フラッグで彩られた会場      写真 2．フード・マーケット 
 
国内外から招致された 12組のアーティストと、アマチュアアーティスト 9 組やDJ6名、
129 
 




トが数多く出演し、観客を魅了していた。アマチュアアーティストや DJ が活躍したのは 2，
3 日目のガーデンステージである（写真 3）。ガーデンステージの出演者は公募により選考
される。2015 年は日本各地から 18 組の出演希望が寄せられ、その中から選考された 9 組
が出演した。歌や楽器の演奏、ダンス等様々なジャンルのステージがあり、観客はフード・
マーケットでの食事とともにステージを楽しんでいた。3 日間で入場者数は延べ 1 万 2 千人
で、前年を上回る集客となった。 
以下では市民楽団や地元住民が数多く出演した 1 日目のオープニングステージと 2 日目
のスキヤキ・パレードについて詳しく記述する。 
 



















表 1．スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド 2015 プログラム 
8 月 21 日（金） 
時間 場所 内容 
14:00~20:00 アートスペース 展示「ティンガティンガ／TINGA TINGA」 
14:00~24:00 ヘリオス前庭 フード・マーケット&グッズ・マーケット 
19:00~21:00 フローラルパーク オープニングステージ（無料） 
＊市民楽団 5 組 プロアーティスト 3 組出演 
22:00~24:00 ヘリオス喫茶店 クラブステージ（有料）   ＊プロ 2 組出演 
8 月 22 日（土） 
10:00~20:00 アートスペース 展示「ティンガティンガ／TINGA TINGA」 
10:00~24:00 ヘリオス前庭 フード・マーケット&グッズ・マーケット 
アートマルシェ（オリジナル作品展示・販売） 
12:00~17:00 ヘリオス前庭 ガーデンステージ・DJ 
＊アマチュアアーティスト 5 組 ゲスト 1 組 
13:00~14:30 アートスペース シンポジウム 
「6 年間のレジデンス企画～新しい音楽文化の創造」 
15:00~16:00 アートスペース 作品解説「ティンガティンガの世界」 
16:30~16:50 JR 福野駅前 EKIMAE ミニステージ 




＊市民楽団等 10 組出演 
18:00~21:30 フローラルパーク フローラルステージ（有料） ＊プロ 3 組出演 
22:00~24:00 ヘリオス喫茶店 クラブステージ（有料）   ＊プロ 2 組出演 
 8 月 23 日（日） 
10:00~11:30 アートスペース ワークショップ「マリのリズム」 
10:00~18:30 アートスペース 展示「ティンガティンガ／TINGA TINGA」 
10:00~18:30 ヘリオス前庭 フード・マーケット&グッズ・マーケット 
アートマルシェ（オリジナル作品展示・販売） 
12:00~18:00 ヘリオス前庭 ガーデンステージ・DJ 
＊アマチュアアーティスト 4 組 ゲスト 1 組 
12:30~14:00 アートスペース ワークショップ「ガリフナ音楽と文化」 
14:30~18:00 ヘリオス ヘリオスステージ（有料）  ＊プロ 3 組出演 
18:00~18:30 ヘリオス前庭 スキヤキ・フィナーレ 






















































































く沿道に立ち、パレードを楽しんでいた。    
 また市民楽団「トゥーマラッカ」は BAQUEBAとともにマラカトゥを奏でながら最後尾
を練り歩いた（写真 8）。50 人を超える参加者で、太鼓の大きな音を響かせた。 
 
















表 3． 2015 年のボランティア・スタッフ登録者の居住地 
居住地 南砺市 富山県内 
（南砺市以外） 
石川県 その他 住所未登録 計 





















表 4． ボランティア・スタッフの班の担当と人数88 












クラブ クラブステージ 5 
ガーデン ガーデンステージ・DJ 6 
ワークショップ 会期中のワークショップ・シンポジウム 14 
パレード スキヤキパレード・EKIMAE ミニステージ 12 
ランナー アーティストの会場間移動・宿泊プランニング 12 














インフォ 総合案内・インフォブース運営・臨時バス 26 









                                                 
88実行委員長（1名）、副実行委員長（4 名）は班登録していない。また市民楽団（スキヤキ・
スティール・オーケストラ、サラマレクム、トゥーマラッカ、スキヤキ巨大人形隊）と情


































が明けた 2015 年 1 月 22 日に行われたが、例年は年が明ける前に第一回が開かれる。前年
2014 年開催へ向けた第一回プロジェクト会議は 10 月に行われていた。その後、月に約 1
回のペースで行われ、スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールドは一年かけて準備されていく。筆
者はこのうち、第 6 回と第 12 回のプロジェクト会議の様子を見学した。 
2015 年 4 月 9 日、福野文化創造センターの事務室で、スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド
136 
 








































































































第 8 回からは副実行委員長、第 17 回からは実行委員長を務めている。 







































































































































 トゥーマラッカの主な活動は、ヘリオス内のスタジオ Mで週に 1 回行われる練習と、年
間を通しての様々なイベント参加である。2015 年には、はじめて福野夜高祭からもオファ










































ある。8 月 8 日から 8 月 20 日まで、15、16 日を除いた全 11回、毎晩 19 時半～21時半に
開催された。 









































































































































































































































































































 昭和 22（1947）年には井波彫刻協同組合が結成され、昭和 50（1975）年には通産大臣
より伝統工芸品の指定を受けた。そして現在では伝統工芸だけでなく、日展などへの作家
活動も盛んである。 






















































丸、外丸と区別される。また、同じ 4 分（12 ㍉）というサイズの刃でも、7 種類の刃の深
さ（極々浅丸、極浅丸、中浅丸、浅丸、中深丸、深丸、極深丸）×2種類（内丸、外丸）×
2 種類（仕上げノミ、たたきノミ）で、合計すると 28 種類になる。仕上げノミとは仕上げ
の段階で使う主に削る細かい作業をするノミで、たたきノミとは、トンカチを使ってたた





























写真 4． 内丸（左）と外丸（右）のノミ 写真 5． 匠雲堂に店先にあるノミの一部 





























5 時 起床 親方の机、書斎、トイレ、玄関等すべての掃除 
7 時 20 分ころ 朝食 
7 時 30 分ころ 仕事場にて用意をし、今日どこまでやるかなど予定の確認 
8 時～ 作業（親方からの仕事や作品の仕上げなど） 
12 時～ 昼食 
13 時～ 作業（午前と同じく作業） 
17 時 30 分 作業終了 掃除 
18 時 夕食 
～21 時 技術や作品などの研究・勉強 

















































































































           















































































 この表を見ると、昭和 40~50年代の井波彫刻最盛期に入校生が多く、毎年 20人前後の入
校生がいた。最も入校生が多かった年は、1 年で 42 人もの入校生がいた。その後は入校生




























昭和 5（1930）年から 15（1940）年ころまで、毎月 14 日の夜に図案講習会が行われてい
たことがわかった。年季中の門下生が出席し、講師は富山県工業試験場から派遣されてい
た。教習内容はほとんど鉛筆写生が多く、欄間のモチーフには花や鳥の羽などが取り上げ



















































私は 10 月 9 日（金）に一度、訓練校の授業風景を見学させていただいた。この日は「木
















授業を通してつくった作品を、1~3 年生は市展に、4，5 年生は県展にだす。去年は 2 つ












写真 10． 授業中の風景 
写真 11． 森田綾乃さんの作品 
 
写真 12． 進級課題の作品（牡丹の花） 
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長谷川総一郎 1999 年 『井波木彫刻工芸高等職業訓練校創立 50 周年記念誌』 
千秋謙治 1990 年 『井波――歴史のうねり六〇〇年』 井波町開町六〇〇年記念委員会 
井波町史編纂委員会 1970 年 『井波町史上巻』 







































                                                 
91この項の記述は以下の文献に基づくものである。 
千秋謙治 1990 『井波 : 歴史のうねり六○○年』 井波町開町六○○年記念委員会  

































































                                                 
95民間で行われる展示会。 



























































































































































































































































































































壁掛け 置物 衝立 日用品 材木 土産物
商品個数 28 46 1 74 4 16
平均価格 160000 276713 1150000 9129 38775 25559
最高価格 1200000 1100000 1150000 58000 150000 8000



















































千秋謙治 1990 年 『井波――歴史のうねり六〇〇年』 井波町開町六〇〇年記念委員会 



















































































                                                 






    

































































































                                                 
102場を貸している百貨店などに支払われるもの。場の貸し手によって割合は様々だが、大



















































 ペット彫刻の注文数は年に 8 件～10 件ほどで、彫るのにかかる日数や費用は彫刻によっ





















































































































    
写真 6．ストラップ彫刻       写真 7．女の子のマンガ彫刻 
                                                 
103富山市八尾町で毎年 9 月 1 日～3 日にかけて行なわれる祭り。11 ある地区ごとに住民が
輪踊りや踊り流しを行なう。 
104南砺市井口カイニョと椿の森公園など計 4 か所で毎年 3 月末ごろに行なわれる祭り。切





































                                                 










































                                                 
106ガイナックス・アニプレックス・コナミデジタルエンタテインメント製作のロボットア


























































































































































































































 久保さんは北海道出身で現在 40 歳である。新潟県の大学を卒業後、井波の職人に弟子入










   




























































   




現在 4 本のギターが制作されている。どれもオーダーメイドの 1 点モノで、それぞれデザ
インがまったく異なる。人形彫刻について話を伺った田中さんが水面に浮かぶ月をモチー
フにして彫った作品「水月」（写真 12 右側）もこのうちの１つである。彫刻ギターについ

























































































































































（http://www.tabi-nanto.jp/event/post_14.html；2015 年 12 月 11 日閲覧） 
「越中八尾 おわら風の盆」 
（https://www.yatsuo.net/kazenobon/guide/guide03.html；2015 年 12 月 11 日閲覧） 
「天元突破グレンラガン 五月人形兜飾り」 
（http://dougu-imono.com/glk/；2015 年 12 月 11 日閲覧） 
「有限会社スタイル Y2 インターナショナル」 














































ない店舗や彫刻工房は 15 軒余りで、使用されていない空き家（しもたや）が 8軒ある。平
成 27（2015）年の八日町通りの世帯数は 26、人口は 81 人、そのうち満 75 歳以上の住民


























が 4 行あり、統一された木造 2 階建ての町家が並ぶ街路でアクセントとなっていた。八日
町通りには現在も、大正 13 年建築の井波美術館（写真 2）と新築された富山銀行井波支店
の 2 軒の石造り建築がある。 


































平屋はなく 3階建てが 1 軒で、その他は 2 階建てである。平成 8年の時点では、軒高約 2
間強の低町家が 21軒、軒高約 2 間半の中町家が 6軒、軒高約 3 軒の高町家が 7軒、3階建











高町家は 1、2 階の階高とも高く 2 階の前面には十分な高さの部屋がとられている。 






















































家の 1 階庇は、最近一般の約二倍で大変深い 90～120 ㎝である。 
⑥ガンギ 1 階庇先に付けられた日よけ、雨囲い。 
図 2． 典型的町家の正面図 


























































































































































































































































































 旧家の後ろには 150坪の日本庭園（写真 12-13）が広がり、落ち着いた風情で生活空間に
溶け込んでいる。そこにはもともと米蔵、麹蔵、みそ蔵、つくりこみ蔵と 4 つの蔵があっ
























                                                 
118詳しくは 6-1 で紹介する。 



























































































図 7．現岩倉家 2 階の平面図 



































に 4000 万円、瓦の総入れ替えで 200 万円、床下を替えるのに 1 坪20 万円、植木屋による








































































































































































める旅館が 4 軒ほどと、近所には遊郭もあったという。 




































街に位置する空き店舗や空き家を事業用に賃貸する所有者に 1 軒あたり 20万円の補助金が
















































 また、平成 27（2015 年）11 月に国土交通省によって公布された「空き家対策特別措置







                                                 
124県事業の「歴史と文化の薫るまちづくり事業」の一環である。 
125倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態や、周辺環境の保全を図るために放置








































写真 19. バス停標識 
写真 18. 街路灯の木彫りの七福神 
 











用に、県・市からそれぞれ 3 分の 1 の助成が出る127。実際に景観条例を利用して修復した

















                                                 
126景観条例は、観光協会井波支部と南砺市都市計画課（前、井波観光協会と井波町経済課）
が中心となって取り進められた。 
















協定を結ぶにあたっては、平成 17 年の締結の 1 年前から、県からの研究費用で景観アド
バイザーが入り、条例が適用された他地域を視察するなどして検討された。また、平成 16
（2004）年から 1 年間、八日町通りの住民を集めて会合を開き、1 軒 1 軒家をまわりハン
コを集め、協定への参加を呼びかけた。協定の有効期間は 10 年間のため平成 27 年で満期



































































                                                 
128平成 27（2015）年の上新町の世帯数は 33 で、人口は 92人である。そのうち満 75歳以
上の住民のいる世帯数は 13 で、満 75 歳以上の人数は 16 人である。 






































                                                                                                                                               
上の住民のいる世帯数は 29 で、満 75 歳以上の人数は 36 人である。 

























































13 年程前から続き、2014 年までは連続した日程で行われていたが、2015 年は 9 月と 10
月に分けて行われた。 
























                                                 
130世界各国から招かれた彫刻家が、原木を作品として完成させるまで公開制作を行うイベ
ント。開催は 4 年に一度で、2015 年夏に瑞泉寺内で実施された。 
写真 28. 瑞泉寺参道に灯
された地元小学生が絵付け








































































































































































































写真 34. 築 90 年の町家を改装した 
アトリエ「craft mocca」 
 













































八日町町内会 1991 年 『越中井波瑞泉寺門前八日町の歴史』 
井波わくわく塾 1996 年 『越中井波タウンガイド 伝統的町家と町並みの魅力』 
須山聡 2003 年 『富山県井波町瑞泉寺門前町における景観の再構成―観光の舞台・工業
の舞台―』 














































































行われ、工事着工は翌 59（1984）年 4 月であ






































































                                                 
131八日町通りに面した井波を代表する町屋。町屋は江戸時代末期に建てられ、門前町の町



































                                                 
132『井波 歴史のうねり六〇〇年』（千秋謙治 井波町開町六〇〇年記念委員会 1990年）
による。 
日程 時間 行事 会場 
7月21日～29日 9:30～16:30 絵解法話 太子堂 
7月22日～28日 10:00～16:00 特別宝物展 虎の間 
7月24日～26日 10:00～、13:00～ 法話 本堂 
7月25日 13:00～ 特別祠堂お紐解き法要 本堂 
7月26日 13:00～ 全戦没者追悼法要 本堂 
7月22日～28日 10:00～16:00 山門二階一般公開 山門 
日程 時間 催し物 会場 
































                                                 
133『井波 歴史のうねり六〇〇年』（千秋謙治 井波町開町六〇〇年記念委員会 1990年）、
『味噌・醤油・酒の来た道』（森浩一 株式会社小学館 1998 年）より。 
18:00～ 木遣り町流し 旧井波駅前スタート 




20:50～ 木遣り奉納踊り 瑞泉寺境内 
7月26日 12:00～ 大縁日 交通広場周辺 
17:15～ よさこいフェスティバル 中新町付近 
17:30～ 氷の彫刻 招待者実演 中新町 
18:00～ 氷の彫刻フェスティバル開会 中新町 






































                                                 
134富山県の方言で「味が濃い」の意味を持つ。 




























 井波では毎年 9 月半ば（2015 年は 15、16 日）の二日間にわたって「井波灯りアート―




































































































年 7 月に市の指定文化財に指定され、知る人ぞ知る井波と芭蕉の縁が刻まれたお寺だ。 
 
  











































                                                 





















































配布している。利用時間の午前 8 時30 分～午後 4 時 30 分の間、普通車 200 円、中型車（11





































































































また、金沢－井波線の路線バスが平成 27（2015）年 2 月から試験的に運行しており、利
258 
 
用者が増え、上手くいけば平成 28（2016）年 4 月から本格的に運行する。従来、井波へ訪
れるには高岡駅発の加越能バスを利用するか、高岡駅から城端線を利用し、砺波駅で下車
後、タクシーを利用するというのが最も一般的だった。所要時間は前者が約 60分、後者が



































































































































































































千秋謙治 1990 年 『井波 歴史のうねり六〇〇年』 井波町開町六〇〇年記念委員会 
井波町教育センター 2001 年 『ふるさと井波 第二集 井波町の文化財』となみ印刷出版 
森浩一 1998 年 『味噌・醤油・酒の来た道』 株式会社小学館 
 
参考にしたウェブサイト 
「井波観光案内所」（http://www.tabi-nanto.jp/inami；2016 年 1 月 14 日閲覧） 
「木彫りの里 創遊館」（http://www.kibori.co.jp；2016 年 1 月 14 日閲覧） 
「東山荘」（http://www12.plala.or.jp/touzansou；2016 年 1 月 14 日閲覧） 


































併前の井波町（現南砺市）開町 600 年記念として第 1 回が開催された。当初は井波を彫刻
の町として外部にアピールすることと国際交流を目的としたものだった。第 1 回は来場者
が 3 万人で、木彫刻作家や一般町民（当時は井波町）にとっても身近なところから国際交
流の目が開かれたという140。この結果を受けてからか、以降 4 年に 1 回というオリンピッ
クと同じ間隔で開催されるようになった。 
                                                 
139公式ホームページより（http://inami-camp.city.nanto.toyama.jp/index.jsp） 
140田中晴人 横山幸文 高橋誠一 1996 年「伝統産業と環境変化」『高岡短期大学紀要』 







    
 これまでに招待した作家は日本を含め 41 か国 108 人と 10 団体にのぼる。制作された作
品は井波芸術の森公園や大門川河川公園などに展示されている。開催期間中に様々なイベ
ントが行われており、写真 1 はギネス記録に挑戦し、瑞泉寺内に展示されたものである。 







































表 1．第 7 回南砺市いなみ国際木彫刻キャンプのスケジュール（彫刻関係のみ） 
開催日 イベント名 会場 
8 月 18 日(火) 開会式 井波総合文化センタ  ー
8 月 19 日(水) 仕事初めの儀 瑞泉寺境内 
8 月 18 日(火)～28 日(金) 作品公開制作 瑞泉寺境内 
8 月 22 日(土)・23 日(日) 片岡鶴太郎×井波彫刻共同作品制作 太子堂・本町通り 
8 月 30 日(日) 世界の食文化交流 交流広場 
8 月 30 日(日) 閉会式 瑞泉寺本堂 
8 月 30 日(日) フェアウェルパーティー いなみ木彫りの里 
作品展 
8 月 31 日(月)～9 月 6 日(日) 制作作品展示 瑞泉寺境内 
9 月 9 日(水)～20 日(日) キャンプ 2015 作品展 井波総合文化センター 
関連イベント 
8 月 22 日(土)・23 日(日) 井波彫刻まつり 井波彫刻総合会館 




















 実際の様子はどのようなものだったのか。開催日の 8 月 18日と仕事始めの儀が行われる
19 日に現地に行き、様子を見てきた。 








   写真 5．開催初日の様子                 写真 6．仕事始めの儀 
 
 2 日目（19 日）は「仕事始めの儀」と世界平和を願う「平和の鐘を鳴らそう」が行われ
た後に公開制作が本格的に始まった。「仕事始めの儀」は朝 8 時 30 分から瑞泉寺太子堂前
で行われた。まず本堂に向かって合掌し、次に公開制作の安全を祈願するための井波木遣
りの会による「木遣り踊り」が行われた。「井波木遣りの会」の男子 4 人、女子 4 人が扇子











































井波彫刻協同組合員は 124人でそのうち大体 1 日 10人ほどが若手、ベテラン問わず作業し
ていた。井波彫刻の場合は全体をまとめて一つに彫るのではなく、部品と部品をつなげる
形だった。完成した作品は瑞泉寺境内にある井戸の屋根に取り付けられた。 












キャンプ終了後、制作された作品は 9 月 6日まで井波別院・瑞泉寺内で作品展示された。
















写真 10．（左）井波美術協会 （代表谷口信夫他 50 名）作「悠久の郷（ゆうきゅうのさと）」 
写真 11．（右）井波彫刻協同組合作 「龍」の設計図 
  
写真 12．（左）マルコ ペトロビッチ ニェゴシュ（モンテネグロ）作 
      「モンテネグロ・ウロボロス」 







































































ある。例を挙げると、絵のコンクールで 写真 16．スタッフがフォークリフトを利用して   









































































































 イベントは 4 年ごとに減っている。高齢化などが原因である。地域の各種団体が減るこ
とはあっても、増えることはない。反面、新たに参加を希望する団体もある。全国地域ブ














                                                 





































                                                                                                                                               

































































田中晴人、横山幸文、高橋誠一 1996 年「伝統産業と環境変化」『高岡短期大学紀要』 
7：159-167 





（http://inami-camp.city.nanto.toyama.jp/index.jsp；2016 年 1 月 10 日閲覧） 
南砺市ホームページ 
















































などが挙げられる。現在、砺波郷土資料館が収集した民具は約 1 万 3000 点にのぼり（平成
24 年 8 月現在）、そのうちとなみ散居村ミュージアム民具館では約 1600点を展示し、砺波






















70 世帯 259 人が住んでいる（平成 27 年 12 月現在）。また、飛騨屋地区の特色である散居
村と農業、特に里芋栽培が盛んであることからそれらについても触れる。 
                                                 
























                                                 
143『飛騨屋 400 有余年史』より 





















































































                                                 
147籾の荷受から乾燥、籾摺
も み す
















































3-1-1．杉森孝一（66 歳）、桂子（61 歳）さん夫妻について 
 杉森ご夫妻は、南砺市飛騨屋地区に住んでいる。主に桂子さんにお話をお聞きし、途中
から孝一さんも加わり様々なお話を聞くことができた。昔ながらの散居村農家の典型のよ
                                                 


































 斎藤博さんは飛騨屋地区に在住する昭和 11年（1936年）生まれの 79 歳の男性である。
飛騨屋壮年会の編集により平成 4~7年（1992 年~1995年）にかけて飛騨屋地区の村史であ










































         
写真 3．杉森家の田植定規      写真 4．散居村ミュージアムの田植定規 


































くなってしまったので今では新しく買っていないとの  写真 6．植物性素材の箕 
















































          














































てて実演してくださったものである。写真 13 と 14 を比較すると良く分かるのだが、単用
犂は犂先の部分以外が基本的には木材を組み合わせただけなのに対し、双用犂では犂ヘラ













    
写真 11．人の手で操作する様子   写真 12．トラクターを牛に見立てる様子 
       （右側が頭部にあたる） 
 

















   
    写真 15．馬盥の様子  写真 16．鞍とクビキ（杉森家、現存） 
 
 牛耕では、鞍、耕鞍（写真 12 左、中央と 16中央）、「く」の字型の
首枷、クビキと呼ばれるもの（写真 12右と写真 16 右）、そして引綱、
ヒキテと呼ばれるもの（写真 13で斎藤さんが握っているもの）、尻枷、












































重いため、杉森桂子さんは扱いにくかったとのこと。また、写真 21 の三角鍬はニクカキ159 
に使用していたとのこと。 
     
写真 19．ヒラガ、イタガ    写真 20．ミツガ、ヨツガ   写真 21．三角鍬 
 












     




の様子  写真 23．水に浸す鍬（斎藤家）写真 24．収納時の様子 
 
 これらの鍬の多くは地元の職人（金物屋）が作るか、遠方の市で購入してきた。当時、




























































       



































       














































































































杉森夫妻 平成 24 年 3 月、8 月、平成 26 年 5 月 『杉森メモ』 
砺波市立砺波散村地域研究所 2010 年『砺波平野の散村「改討版」』 







砺波正倉 電子書籍 （http://1073shoso.jp/www/book/index.jsp；2015 年 1 月 7 日閲覧） 
砺波市立砺波郷土資料館 2006 年 3 月『砺波の民具 砺波郷土資料館所蔵民具写真目録』 
南砺市 さきがけて 緑の里から 世界



























































年 『朝顔百科』 誠文堂新光社） 
303 
 
域である。南砺市の平成 27（2015）年 11 月末現在の統計資料163によれば、福光の世帯数
















格を持つようになった。江戸時代に入り、承応 3（1654）年の村御印164には、すでに 10 人
組・蔵宿が設置された。次いで寛文 11（1671）年、小矢部川の水運を利用した米の集荷場
として加賀藩の御蔵が設けられると「町並の地」として商業が許され、次第に商工業者が
                                                 















平成 22 年度国勢調査によると世帯数は 69 世帯、人口は 198 人である166。 
 













                                                 
165江戸時代に村方（郡奉行支配下）でありながら町としての機能を果たしているところ。 


































せた。新町かその近くなのだろうか、高校生 写真 2．浴衣で祭りを訪れた女の子たち 
くらいの女の子 2 人が浴衣を着て下駄をはき通りを歩いていた（写真 2）。軒先の棚には、 
  














     
   写真 5．あさがお街道暖簾       写真 6．あさがお街道風鈴 
 
2 日目の 9 日にはあさがおフリーマーケット（写真 7）や、新町商店会によるあさがお茶
席「朝顔亭」（写真 8）が設けられ、通り 5 か所に設けられたポイントを巡る「あさがお街
道クイズラリー」や、福光美術館主催の「福光まちなか写生会」などが開催された。 
 
   














う。1 席 300 円と安く、そのためかお客さ
んの憩いの場となっていて、特製の「あさ
がお饅頭」と抹茶でもてなしていた。浴衣      写真 9．朝顔亭の中 
を着た女子小学生が愛らしく菓子を運び、訪れた人を和ませていた。 







     
写真 10．奉納あさがお展の看板            写真 11．入賞アサガオ 









だという。また、平成 20 年と平成 22 年には、新町でも実際に商店街で下駄を用意して、
郡上踊りを行ったことがあり、大変盛り上がったという。 
福光新町神明宮ではあさがお祭りに合わせて、
8 月 8 日～10 日に神明宮にて奉納あさがお展が






れる。写真 11 は 9日の審査結果である。この日











開かれ、にぎわいを見せた（写真 14）。写真は押し花教室で    写真 13．団十郎 
実際に作られたものである。   
    
写真 14．押しアサガオ     写真 15．水を入れた容器にさされたアサガオ 
                              （瀬川さん撮影） 
                                                 



























































アサガオを上手く咲かせる重要な作業として、6 月 28 日頃に行われる「短日処理」があ
る。アサガオは短日性植物で、日が短くなると花芽が咲き、成長する 5～6月は日照時間が
































このつくりは、一度に 5 花以上、10 数花咲かせる
方法で、絢爛豪華である。京都で確立され、完成
された。「数咲作り」は難しく、初心者では作るこ
とが困難であるが、らせん作りは比較的簡単であり、  写真 17．らせん作り 
新町では主にらせん作りでアサガオを育てている。 
 
     





資料 1．平成 27 年度 作業カレンダー 
平成27年度
『あさがお』あんどん・らせん作り子蔓仕立て・作業カレンダー
月 日 経過日数 作業 水肥 水やりの目安
22 本鉢定植 双葉の脇芽をかく 移動時タップリ
6 23 1日目 乾燥肥料を左右に置く





29 7日目 　　　翌朝8時）着蕾のため *・・・水肥実施日
30 8日目 土が乾いたら
1 9日目 本蔓仮摘心　 *水肥150㏄ 150㏄～200㏄
2 10日目 第2回置き肥（前後２ヵ所） イ、ハイポネックス　500倍 ※晴天の時以外は
3 11日目 ロ、スーパー１　　　200倍 ほとんど必要ない
4 12日目 本蔓仮摘心　子蔓3本 *水肥150㏄
5 13日目
7 6 14日目 オルトラン、アカール （交互に与えると一層良）
7 15日目 鉢を廻す *水肥200㏄
8 16日目 子蔓２本にする *イ、ハイポネックス　400倍
9 17日目 子蔓の本葉が5～6枚 *ロ、スーパー１　　150倍
10 18日目 ↓ * 水よりも乾かすことに
11 19日目 子蔓1本にする * 心を配る
12 20日目 増し土、行灯を立てる *水肥300㏄
13 21日目 *イ、ハイポネックス　300倍
月 14 22日目 ロ、スーパー１　　　150倍







22 30日目 上段蔓止め 水肥打ち切り ※　梅雨明け後の
23 31日目 つぼみの脇から出る芽はかく 　　水量（晴天時）
24 32日目 朝　　　　500㏄
25 33日目 昼　　　　300㏄













































































































けでは収まらなくなったため、平成 27（2015）年 5 月 9 日に名称を「南砺あさがお会」に
改めを創立した。この日の総会後には、大輪アサガオの講習会が森田氏によって開催され

































段ボールでつくられたアサガオの型を使って道路に下書きをしていき（写真 22）、朝 5 時頃 
  























































































福光町史編纂委員会、2011 年、『福光町史』  
北日本新聞 2015 年 8 月 9 日朝刊 





12 月 10 日閲覧） 
『ヤサシイエンゲイ アサガオの育て方』 
（http://yasashi.info/a_00008g.htm ；2015 年 08 月 12 日閲覧） 
『千代女の里俳句館 加賀の千代女について』 
（http://haikukan.city.hakusan.ishikawa.jp/chiyojo/about_chiyojo.html ；2015 年 8 月 12
日閲覧） 
『花と緑銀行について』 
（http://www.bgtym.org/fgbank/bank/bank_r.html ；2015 年 10 月 26 日閲覧） 
『九州大学ウェブサイト 変化朝顔』 
（http://mg.biology.kyushu-u.ac.jp/mg-files/henka/index.html?sess=444ade289dd9f1021
e8bd2d8dd412910 ；2015 年 11 月 05 日閲覧） 
『東京あさがお会ホームページ』 
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